
対象学年 講義/演習 実習

前期 － －

後期 40.0時間 30.0時間

4

区分・時間数
（1コマ2時間換算）期間 後期

小児歯科学

責任者・コーディネーター
口腔保健育成学講座（小児歯科学・障害者歯科学分野）
小林　琢也　教授

担当講座（分野） 口腔保健育成学講座（小児歯科学・障害者歯科学分野）

1.小児歯科学の目的と小児歯科医療の特徴を説明できる。
2.身体の成長発育、歯列・咬合の発育を説明できる。
3.小児歯科学に関連する疾患、原因、治療法について列記、説明できる。

事前事後学修の具体的内容及び時間

シラバスに記載されている各回到達目標の内容に関し、教科書や講義ノート、Webclass資料等を
用いて事前学修（予習）を行うものとし、各授業40分程度を要する。本内容は全授業に対して該
当するものとする。各授業に特記された事前学修項目がある場合は、その内容に従うものとす
る。授業や実習においてレポートが課された場合は、提出後、評価の上返却する。授業後は、学
修した内容について教科書や配布資料を用いて事後学修（復習）を行うものとし、各授業40分程
度を要する。

（事前学修：平均40分を要する　事後学修：平均40分を要する）

学修方針（講義概要等）

身体的及び精神的、社会的に発育過程にある小児の顎口腔領域の形態ならびに機能の発育を基礎
とし、新生児期から成人に至るまでの顎口腔領域の成長発育を学ぶとともに、少子化や核家族化
といった現代の日本の社会状況の面から考えるべき小児の保健や医療、社会のかかわりの意義に
ついて理解することを目的とする。

教育成果（アウトカム）

講義：小児の心身の発育と歯列咬合の成長発育、小児・障害児への対応法、診査・診断・治療法
について系統的に講義を行うことにより、成長発達期の歯科医療への治療を実践できる医療プロ
フェッショナルの基盤を形成することができる。また、小児齲蝕の病因論、小児と歯科保健医療
について講義を行う。これらにより小児の齲蝕の特徴や小児歯科医療への責務に対する考え方を
深めることができる。

実習：小児の歯科診療に必須で高頻度に行われる治療法を学ぶことで知識・技術が身につく。実
習中の教員との関りや口頭試問を経験することで良好なコミュニケーションスキルが学修でき
る。また、グループ作業により周囲と協調することの重要性を認識することで、将来の歯科医師
として、自己のあるべき態度に気付くことができる。

（関連するディプロマポリシー：1、2、3、4、5、6、8、9）

到達目標（SBOs）

USER01
テキストボックス
ナンバリング：D4-S1-E19



講義/演習/実習日程表

区
分

月日
（曜）

時
限

担当教員
（講座 分野）

ユニット名
内容

到達目標
［コア・カリキュラム］

事前事後学修

実
習

9/12
(金)

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

小児患児へのラバーダ
ム防湿・シーラント

小児の歯科治療に必須
のラバーダム防湿法を
修得する。
レジン系、グラスアイ
オノマー系シーラント
の適応症と実際の手技
を修得する。

1. 必要な器具を列挙できる。
2. クランプを正しく選択できる。
3. シートに適切な穴を開けること
ができる。
4. 複数歯にかけることができる。
5. フロス結紮ができる。
6. フレームを正しく装着すること
ができる。
7. レジン系、グラスアイオノマー
系シーラントの違いを説明できる。
8. 必要な器具を列挙できる。
9. ラバーダム防湿が的確にでき
る。
10. シーラントが的確に実施でき
る。
[E-5-1-1,2、E-5-5-6]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。

講
義

9/18
(木)

1
2

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児歯科学概論
小児の心身の発育

小児歯科医療の特徴を
理解する。
小児の成長発育を理解
する。

1. 成長、発達、発育の意味の違い
を説明できる。
2. 成長・発育に影響する因子を列
挙できる。
3. 小児の年齢を正しく評価でき
る。
4. 小児の身体的発育を正しく評価
できる。
5. 小児の精神発達段階を説明でき
る。
6. 小児の生理的特徴を理解でき
る。
[A-2-2-1、2]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



講
義

9/19
(金)

1

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

歯列・咬合の発育
(1.乳歯列期)

歯齢ⅡCまでの歯列およ
び咬合の発育を理解す
る。

1. 生理的歯間空隙とその意味を説
明できる。
2. ターミナルプレーンを理解し、
その臨床的意味を説明できる。
3. 乳歯列の咬合の特徴を列挙でき
る。
4. 第一大臼歯の萌出を説明でき
る。
[A-2-4-5]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

9/19
(金)

2

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

歯列・咬合の発育
(2.歯の交換)

歯列および咬合の発育
を歯の交換の観点から
理解する。

1. 切歯交換期の特徴を説明でき
る。
2. 側方歯群交換期の特徴を説明で
きる。
3. リーウェイスペースを理解し、
その臨床的意味を説明できる。
[A-2-4-5]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

9/19
(金)

3

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

歯の発育・萌出と異常

歯の発育と萌出ならび
にその障害を理解す
る。

1. 歯の発育時期と萌出時期を説明
できる。
2. 乳歯の萌出順序を説明できる。
3. 永久歯の萌出順序を説明でき
る。
4. 歯の萌出異常について説明でき
る。
5. 歯の形成障害の原因を述べるこ
とができる。
6. 歯数の異常について説明でき
る。
7. 形態の異常について説明でき
る。
8. 構造の異常について説明でき
る。
9. 色調の異常について説明でき
る。
[A-3-4-1,2,3,4,5,6]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



実
習

9/26
(金)

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

乳歯歯内療法
（生活歯髄切断）

生活歯髄切断法
水酸化カルシウム法と
FC法の適応症の違いを
理解し、その手技を習
得する。

1. 必要な器具、薬品を列挙でき
る。
2. 水酸化カルシウム法とFC法の適
応症を説明できる。
3. 水酸化カルシウム法の手技を正
しく行うことができる。
[E-5-3-2-7]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。

講
義

9/26
(金)

3

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学））

乳歯とその特徴
小児患者の診療方針立
案

乳歯とその特徴を理解
する。
小児患者の診査法、診
断法、診療計画法を理
解する。

1. 乳歯の形態的特徴を列挙でき
る。
2. 乳歯の組織学的特徴を列挙でき
る。
3. 乳歯の物理的、化学的特徴を列
挙できる。
4. 乳歯根の吸収を説明できる。
5. 小児歯科診療に必要な問診内容
が説明できる。
6. 全身的な診査の内容が説明でき
る。
7. 口腔内診査の項目を列挙して説
明できる。
8. 治療的計画の基本的原則を列挙
し説明できる。
9. 乳歯、幼若永久歯の齲蝕治療方
針の原則を説明できる。
10. 治療方針の立案法を説明でき
る。
[A-3-4-2,4、D-2-1-2、D-2-2、D-2-
3-8]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

実
習

10/3
（金)

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

乳歯用既製金属冠

乳歯用既製金属冠（乳
歯冠）の適応症を理解
し、その作製法を習得
する。

1. 適応症を説明できる。
2. 支台歯形成を的確に実施でき
る。
3. 必要な器具とその使用法を説明
できる。
4. 大きさの選択・調整・適合を実
施できる。
[E-5-3-1-4,8、E-5-5-7]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。



講
義

10/3
（金)

3

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

小児患者への対応法

小児患者への正しい対
応法を理解する。

1. 小児の恐れや不安の情動の対象
を列挙できる。
2. 小児の情動に配慮した診療を説
明できる。
3. 小児の年齢に応じた対応法を説
明できる。
4. 行動変容法を説明できる。
5. 強制治療の持つ意味を説明でき
る。
6. 小児への笑気吸入鎮静法の利点
と欠点を列挙できる。
7. 小児への様々な対応法の利点と
欠点を列挙できる。
[A-2-2-2、D-2-1-1,2,3、D-2-1-2-
1,2,3 ]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

10/16
（木)

1

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児の齲蝕と予防

小児齲蝕の特徴を知
り、正しい対応法を理
解する。

1. 乳歯齲蝕の特徴を列挙できる。
2. 乳歯齲蝕を疫学的に説明でき
る。
3. 乳歯齲蝕の臨床的分類を説明で
きる。
4. 乳歯重症齲蝕の為害作用を説明
できる。
5. 小児齲蝕の発生過程を説明でき
る。
6. 各段階に対する理論的な対応法
を説明できる。
7. 各段階に対する臨床的な対応法
を説明できる。
[D-5-1-1、D-5-6-1]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



講
義

10/16
（木)

2

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

齲蝕の予防と進行抑制

齲蝕の予防法と進行抑
制法を臨床に則して理
解する。

1. Stephanカーブの持つ意味を説明
できる。
2. 歯口清掃指導の原則を列挙でき
る。
3. 哺乳と哺乳ビン齲蝕を関係づけ
て説明できる。
4. 薬物局所応用とその基本理論を
説明できる。
5. フッ化物の局所応用法につい
て、具体的に述べることができる。
6. 歯磨剤・洗口剤について説明で
きる。
7. フッ素の齲蝕予防機序を述べる
ことができる。
8. フッ素の毒性について説明でき
る。
9. シーラントの術式と予後につい
て説明できる。
[D-5-1,2,3,4]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

10/17
（金)

1

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児虐待

歯科臨床において被虐
待児に遭遇した際に適
切な対応をするため
に、児童虐待の概要と
被虐待児の特徴、歯科
医師としての責務につ
いて理解する。

 1.児童虐待の定義を説明できる。
 2.児童虐待の徴候を説明できる。
 3.被虐待児の特徴を説明できる。
 4.虐待発見時の対応を説明できる。

[D-5-6-10]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



講
義

10/17
（金)

2

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児の歯冠修復

小児の歯冠修復法とそ
の特徴を理解する。

1. 局所麻酔法を具体的に述べるこ
とができる。
2. ラバーダム防湿の利点と欠点を
列挙できる。
3. 小児の歯冠修復の目的を列挙で
きる。
4. 小児の歯冠修復の種類を列挙で
きる。
5. 乳歯窩洞形成時の注意事項を列
挙できる。
6. コンポジットレジン充填の特徴
を列挙できる。
7. インレー修復の特徴を列挙でき
る。
8. 既製冠修復の特徴を列挙でき
る。
9. コンポジットレジン冠の特徴を
列挙できる。
[D-5-2-1-3、D-5-6-2,3]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

10/17
（金)

3

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児の歯内療法
（１．診断と治療法）

小児の歯内療法におけ
る診断と治療法を理解
する。

 1.歯髄炎の診断法を説明できる。
 2.間接覆髄法について説明できる。
 3.直接覆髄法について説明できる。
 4.暫間的間接覆髄法について説明で

きる。
 5.生活歯髄切断法について説明でき

る。
[D-5-2-2-1,2、D-5-6-4]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

実
習

10/24
（金）

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

保隙装置
クラウンループ

固定保隙装置（クラウ
ンループ）の適応症を
理解し、その作製法を
習得する。
作業模型の咬合器装着
操作を習得する。

1. 適応症を説明できる。
2. 作業模型の作製ができる。
3. ワイヤーループの屈曲ができ
る。
4. 乳歯冠とワイヤーのろう着がで
きる。
5. 調整、研磨ができる。
6. 石膏模型を正確に咬合器に装着
できる。
7. 作業模型の歯列状態を説明でき
る。
[D-5-6-9]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。



講
義

10/24
（金）

3

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

小児の歯内療法
（２．臨床）

小児の歯内療法を臨床
に則して理解する。

 1.水酸化カルシウム断髄法を具体的
に述べることができる。

 2.FC断髄法を具体的に述べることが
できる。

 3.乳歯の抜髄法について説明でき
る。

 4.乳歯の感染根管治療について説明
できる。

 5.幼若永久歯の歯内療法について説
明できる。

 6.ApexogenesisとApexificationの
違いを述べることができる。
[D-5-2-2-2,3、D-5-6-4]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

実
習

10/31
（金）

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

保隙装置
クラウンループ

固定保隙装置（クラウ
ンループ）の適応症を
理解し、その作製法を
習得する。
作業模型の咬合器装着
操作を習得する。

1. 適応症を説明できる。
2. 作業模型の作製ができる。
3. ワイヤーループの屈曲ができ
る。
4. 乳歯冠とワイヤーのろう着がで
きる。
5. 調整、研磨ができる。
6. 石膏模型を正確に咬合器に装着
できる。
7. 作業模型の歯列状態を説明でき
る。
[D-5-6-9]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。

講
義

10/31
（金）

3

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

小児の軟組織と歯周組
織疾患

小児の口腔軟組織、歯
周組織疾患について理
解する。

 1.口唇の疾患を列挙できる。
 2.舌の疾患を列挙できる。
 3.歯肉の疾患を列挙できる。
 4.その他の部位の疾患を列挙でき

る。
 5.健全な歯周組織の特徴を列挙でき

る。
 6.歯肉炎と歯周炎の違いを説明でき

る。
 7.小児歯肉の疾患について述べるこ

とができる。
[D-3-1-1-4、D-3-1-4-1、D-5-6-
5,7]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



実
習

11/7
（金）

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学）

ブラッシング指導

ブラッシング指導を理
解し、その手技を習得
する。

1. 小児の年齢にあった仕上げ磨き
の方法を指導できる。
2. 適切な歯ブラシの選択方法を指
導できる。
3. 様々な媒体を用いて指導ができ
る。
4. 分かりやすい言葉使いと聞き取
りやすい話し方で説明できる。
5. プラークコントロールの目的を
説明できる。
[E-5-5-1,2,4]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。

講
義

11/7
（金）

3

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学）

全身疾患を有する小児
の治療

全身疾患を持つ小児の
歯科治療について理解
する。

1. 全身疾患を持つ小児の口腔内に
ついて述べることができる。
2. 小児科との係わり方を述べるこ
とができる。
[D-3-1-1-1]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

11/13
（木）

1

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

咬合誘導
（１．静的咬合誘導）

静的咬合誘導法を理解
する。

 1.静的咬合誘導法の定義を述べるこ
とができる。

 2.乳臼歯早期喪失の影響を説明でき
る。

 3.乳前歯早期喪失の影響を説明でき
る。

 4.永久歯早期喪失の影響を説明でき
る。

 5.歯列、咬合の分析法を具体的に述
べることができる。

 6.保隙の定義を述べることができ
る。

 7.固定保隙装置を説明できる。
 8.可撤式保隙装置を説明できる。

[D-5-6-8,9]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



講
義

11/13
（木）

2

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

咬合誘導
（２．動的咬合誘導）

動的咬合誘導法を理解
する。

 1.動的咬合誘導法の定義を述べるこ
とができる。

 2.各デンタルステージにおける咬合
誘導の目標を述べることができる。

 3.乳歯列期の咬合誘導を説明でき
る。

 4.永久歯萌出余地不足に対する処置
法を述べることができる。

 5.混合歯列期の咬合誘導を説明でき
る。

 6.筋機能療法を説明できる。
 7.連続抜去法を説明できる。
 8.主な咬合誘導装置を列挙できる。

[D-5-6-8,9]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

11/14
（金）

1

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

口腔習癖と治療

口腔習癖の種類とその
影響を理解する。

 1.口腔習癖の種類とその影響を列挙
できる。

 2.口腔習癖の処置法を述べることが
できる。
[D-5-6-8]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

講
義

11/14
（金）

2

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児の歯の外傷

小児の歯の外傷を理解
する。

1. 歯の外傷の概要を説明できる。
2. 診査と診断について説明でき
る。
3. 外傷前歯の処置を具体的に述べ
ることができる。
4. 外傷の分類について説明でき
る。
[D-3-1-2-1,2、D-5-6-6]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。



講
義

11/14
（金）

3

森川和政非常勤講師
（九州歯科大学歯学
部教授）

小児の外科的処置

小児の抜歯ならびに薬
物療法について理解す
る。

1. 乳歯抜去時の診査事項を列挙で
きる。
2. 乳歯抜去の適応症を列挙でき
る。
3. 乳歯抜去の禁忌症を列挙でき
る。
4. 乳歯抜去の前準備を具体的に述
べることができる。
5. 乳歯抜去時のエックス線診査を
説明できる。
6. 乳歯抜去時の注意事項を列挙で
きる。
7. 小児の薬理学的特性を説明でき
る。
8. 小児薬用量の算定法を説明でき
る。
9. 薬剤の投与方法を述べることが
できる。
10. 小児への投薬時の注意事項を列
挙できる。
[D-5-4-1]
事前学修：教科書の該当項目の部分
を読み、疑問点を抽出しておく。所
要時間40分程度。
事後学修：WebClass上にある小テス
トを用い、不明点について知識の補
充を行う。所要時間40分程度。

実
習

11/21
（金）

1
2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学）

フッ化物塗布

フッ化物塗布を理解
し、その手技を習得す
る。

1. 歯面清掃を適切に行うことがで
きる。
2. 簡易防湿を行うことができる。
3. 患者に配慮した器材の操作がで
きる。
4. 指定された部位に塗布を行うこ
とができる。
5. 清潔に配慮した操作ができる。
6. フッ化物塗布時の保健指導がで
きる。
[E-5-5-3,5]
事前学修：実習書の該当部分を熟読
し、使用する器機類の把握をし、手
順を理解しておくこと。また、予習
用問題に取り組み、疑問点を整理し
ておくこと。所要時間40分程度。
事後学修：実習中に行う小テストで
理解が不十分であった箇所につい
て、実習書を用いて知識を整理して
おくこと。所要時間40分程度。



実
習

12/5
（月）

2

齊藤桂子助教
（口腔保健育成学講
座 小児歯科学・障害
者歯科学分野）

小児歯科学
実習試験

1．各実習項目について治療の目的
について説明できる。
2．各実習項目に必要な器具・器材
を列挙できる。
3．各実習項目の適応症を説明でき
る。
4．各実習項目を実践できる。
5．清潔に配慮した操作ができる。
[E-5-5]
事前学修：実習書を熟読し、実習内
容について理解をしておくこと。所
要時間60分程度。
事後学修：実習試験の内容について
復習をしておくこと。所要時間20分
程度。
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実習（65点以上を合格）
定期試験　90％（実習最終日に試験を実施予定）
知識（実習内容の理解）について評価を行う。
平常点　10％
技能（実習中の手技、提出物）、態度（身だしなみ、礼節のある行動、真摯なとり組み）評価、
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